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一
学び（いわゆる「アクティブ・ラーニング」 ） 」 （注３）の意義が示されている。民主社会の世論形成に大きく関わる新聞の特性を生かすことによって、新聞を活用した学習指導は、社会・世界に目を向けさせ、課題の発見・解決に向けて、思考・判断・表現が発揮される主体的・協働的な学び（ 「アクティブ の場として、有効に機能 る 考える。　
ノートルダム清心女子大学文学部日本語日本文学科の教職課程履
修生（中等国語）は、三年生Ⅱ期までに、 「国語科教育法Ⅰ」 （二年生Ⅱ期） 、 「 科教育法Ⅱ」 （三年生Ⅰ期）を履修し、国語科教育の歴史をふまえつつ、国語教室創造のための基本的な考え方を学んでいる。 「日本語表現法Ⅰ」 （ Ⅰ ） は 文章を書くための知識と方法を学ぶとともに、 「書くこと」 習指導について学びを深めて そのうえで、 「 科指導法演習Ⅰ・Ⅱ」 （三年生Ⅱ期）では、実際に単元 構想し、実践的指導力の向上を図っていく。国語科教育の基底 なる教育理念を学びつつ、国語科教育のさまざまな実践理論 学ん くが、その中 ＮＩＥ（注４） 関する実践事例を取り上げ 新聞を活用した学習指導の価値に気づかせて る。　
こうした学びの過程で、新聞を活用した国語科の学習指導に関心
　　　
はじめに
　
本稿では、教職課程（中等国語）において単元構想力を育成して
いくうえで、新聞を活用した単元構想に取り組むことの有効性を明らかにしていく。　
次期学習指導要領のキーワードの一つとして、 「アクティブ・ラー
ニング」が注目されている。 「中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会教育課程企画特別部会における論点整理」 （二〇一五年八月）においては、 「次期改訂の視点は、 『子供たちが何を知っているか（個別の知識・技能） 』だけではなく 『知っていることを使って（思考力・判断力・表現力等）どのように社会・世界と関わり、よりよ 人生を送るか（学びに向かう力 人間性等） 』ということであり、知識・技能、思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力や人間性など情意・態度等 関わるものの全 を、いかに総合的に育んでいくかということであ 。 」 （ １） 「思考力・判断力・表現力等は、学習の中で、 ・判断・表現が発揮 る主体的 協働的な問題発見・解決の場面を経験す ことによって磨かれていく。 」（注２）と述べられ、 「課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な 紀
　
要
　
第四十一巻
　
第一号（通巻五十二号）一〜一五（二〇一七）教職課程（中等国語）における単元構想力の育成　　　　　
︱︱
 新聞を活用した単元構想の有効性︱︱
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生の学習の資料としたいという気持ちで、長年、四つの新聞を探していた。
　
 　
おとなとしては、読み比べて学べる記事はない日はないといっ
てよいほどであるが、中学生の教材にできるものは 容易に見からなかった。扱うのは 表現、それも語句を中心に、と考え問題の取り上げ方などは、中学生には、むり あ と思っていた。（中略）
　
 　
昭和五十四年七月二十九日、朝刊を見ていた私は、実によく似
た大花火の写真が目についた。同じようなところから撮ったのでしょうねと思いなが 見ていると、自然に、写真 添えられたことばが目に入った。朝日は「華麗
　
夏の夜空を彩る隅田川花火大
会」 。毎日は「パッと打ち上げられ 隅田川の花火」 。読売は「隅田川上空に咲く“巨大輪” 」 。そして、東京 「隅田川の夜空を彩る花火に詰めかけ 観覧船もうっとり」 。私は胸が躍った。長年探していた教材であると思った。わくわくしながら くわしく記事を見ていくと、見れば見るほど、やさし過ぎず、むずかし過ぎず、よいことば比べの き 箇所があった。
　
 （大村はま
　
一九八三
　「単元
　
表現くらべ」 『大村はま国語教室
第九巻』三七五〜三七六頁
　
筑摩書房）
　
大村はま氏は、生活的にことば 対する感覚を鋭くする、みがく
ことを目指して、新聞を活用した単元を構想し、実践している。学習にふさわしい新聞記事を探し求め、学習者の生活に根ざした隅田川の花火大会の記事を取り上げている。学習者は、それぞれの記事を学習資料とし、学習のてびきにそって、短い時間の情景を、どんなこ
を持ち、 「国語科指導法演習Ⅰ・Ⅱ」において、実際に新聞を活用した単元を構想し、自ら新聞記事を選んで学習材を準備し、学習指導案を作成して、模擬授業に取り組んだ事例を取り上げ、単元構想力を育成していくうえで 新聞を活用した単元構想に取り組むことの有効性を考察する。　　　
一
　
大村はま国語教室「単元
　
表現くらべ」に学ぶ
　「国語科教育法Ⅰ」 （二年生Ⅱ期）では、国語教室創造のための基本的な考え方を学ぶために、我が国の中等国語教育において、学習者を優劣のかなたに導いた大村はま氏の国語単元学習について学んでいる。学習者から出発し、言語活動の実 場を通して、ことばの力、生きる力を育てる国語単元学習は、主体的・協働的な びを目指す
「アクティブ・ラーニング」による授業改善 方向性を包含して る。　「国語科教育法Ⅰ」においては、大村はま氏が実践した「単元
　
表現くらべ」 （昭和五十四年
　
石川台中学校一年生）を取り上げ、
新聞を活用した国語科の学習指導の有効性 目を向けさせてい「単元
　
表現くらべ」は、複数の新聞記事を比較し、表現を比べて
考えることで、ことばに対する感覚を鋭くする、みがくことを目指した単元である。 「単元
　
表現くらべ」について、大村はま氏は次
のように記している。　
 　
新聞は、同じ時の、同じ社会、同じ出来事からそれぞれに取材
して書かれるので、読み比べていると、取り上げ方、見方、そして表現についても学ぶことが多く、また、興味深い。これを中学
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三
て文集の作成に取り組んでいる。文集記事の作成にあたり、山陽新聞の新聞記者を特別講師としてお招きし、実際に記事を作成するうえで大切にすべきことや表現の工夫について指導していただいている。　
文集作成に向けて文章表現の基本を学ぶ過程で、社会と結び、文
章表現の工夫を学ぶことを目的として、新聞スクラップブックの成（注６）に取り組んでいる。新聞スクラップブック作成においては、国語教室を担当するもの して、自己の興味・関心のありようを見つめさせつつ、社会と結びつけて考えてみるべき課題に目を向けさせ、 「民主社会 形成に欠く ができない」新聞 対する関心を高めたいと考えた。また、記事を要約 、こ ばや表現の工夫について考察することを通して、思考力・判断力・ 力等を高めていく体験を たいと考えた。　
その際、大村はま氏の実践「単元
　
表現くらべ」に学び得たこと
をふまえて、新聞スクラップブックの作成に取り組んでいくよう指導した。中には、大村はま氏に学び、ことばに対 感覚 鋭くすること ねらいとして、新聞記事を活用して自らが単元を構想することを想定して記事を選び、学習材として 察を加え 単元構想試みる履修生が現れた。教職課程履修生としての意識 高まり 評価し、学習者主体の単元を構想していくうえで、学習材としての新聞の有効性を実感させていった。
三
　
 「国語科指導法演習Ⅰ・Ⅱ」における新聞を活用した単元構想の実際
　「国語科指導法演習Ⅰ・Ⅱ」 （三年生Ⅱ期）では、四年生における
とばを使って、どのように表現しているか、いろいろな角度から比べ、説明のむずかしいような小さな意味の違いや語感の違いについて考えていく。そのうえで、グループごとに取り上げる表現を決めて話し合い 発表し合い レポート まとめ くというも である。　
学習者はそれぞれ興味をかきたてられた表現を取り上げ、主体的
に学習を進めている。話し合い 発表を通して、表現について自らの考えを広げ、深め 学び得たことをレポート まとめている。レポートを書き上げた学習者の一人は、レポートのあとがきに「場面に合ったことばの使い方や感情がこめられていて だいぶ身につたように思います。とにかく全力をつくし 出き上がったので、大変うれしい気持ちで これに続 て次の課題に進もうと思います。 」 （注５）と記し、自らの学びを振り返って、成就感とともに学びの成果を自覚し、次の課題への意欲を高めている。　
教職課程履修生（中等国語）は、大村はま氏の実践「単元
　
表現
くらべ」に学び、新聞を活用した学習指導 つ 、学習者 優劣を感じさせず、学習者一人一人が主体的に学習に取り組んでいくことを可能にする有効な学習であると受け め、新聞を活用した学習指導に関心を持って 国語科教育について学びを進め いった　　　
二
　「日本語表現法Ⅰ」における新聞スクラップブックの作成
　「日本語表現法Ⅰ」 （三年生Ⅰ期）では、コンポジション理論を基礎として、文章を書くための知識と方法を ぶととも 「書くこ 」の学習指導について理解を深めることを目指している。その めに大村はま氏の「書くこと」の実践に学びつつ 文章表現の実 場と
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成した国語科学習指導案の概要は、次のようである。　
第二学年二組
　
国語科学習指導案
　
平成二十七年十一月二日（月）第一校時
　
二二〇三教室
　
指導者
　
Ｎ・Ｔ（教職課程中等国語
　
三年生）
　
１
　
単元名
　
　　　
ＡＬＴの先生に新聞記事の内容を分かりやすく伝えよう
　　　
︱読み手を意識して使うことばを考える︱
　
２
　
指導上の立場
　
◯学習者の実態について
　
 　
全体的にとても活発なクラスである。 勉強に熱心な生徒も多い。
しかし、一方では学習 対し 消極的な生徒もいる。また、表面上は静 にしているが内容を理解していない生徒もいる。そこで、教科書に線を引かせたり、ペアで話し合ったりするなどの活動を取り入れて、積極的に授業に参加させていきたい。一年生の『ちょっと立ち止まって』 （桑原茂夫）の学習を通して、意味段落と形式段落に分けたり 段落相互 関係 読み取ったりすることができるようになっている。 かし、図表を用いるなどの効果的な具体例の使い方 ついての理解は不十分である。この単元を通して、筆者が読者に言いたいことを伝える上でどのような言葉を選んでいるのか気づかせ、それを実践させること 自分のも にさせたいと考える。
　
◯学習材につ て
　
 　
本単元では、 佐藤和之『やさしい日本語』 （ 『国語２』光村図書）
を扱う。この学習材は 序論・本論・結論と う段落構成が分か
教育実習に向けて、実際に単元を構想し、模擬授業を実施して、実践的指導力の向上を図っている。教職課程履修生（中等国語）は、教育実習校の生徒を学習者として想定し、実際に教育実習で扱う教科書の学習材を取り上げて、単元を構想し、学習指導案を作成して模擬授業を行う。模擬授業実施後、研究協議を行い、レポートを作成して、学びを振り返っていく。その積み重ねの中で、実践的指導力の向上を図っていく 教育実習校の生徒を想定するとはいえ、国語教室で実際に生徒と関わった経験はなく 生徒の国語学力もわからない中での単元構想であり、 職課程履修 にとって、単元は困難な課題 ある。しかも、 模擬授業は単元の中の一時間であり前後の時間の指導についても想定して実施しな はならない　
そうした状況の中、学習者主体の学習指導に取り組みたいと考え
た履修生の一人が、新聞を活用した単元構想に挑戦したいと申し出た。中学校二年生を対象とした「読むこと」の学習指導であった。大村はま氏の「単元
　
表現くらべ」や新聞スクラップブックの作成
を通して、新聞を活用した単元を構想 模擬授業に挑戦し みいと考えるようになったとのことであった。単元構想に際して、新聞を活用することを目的とするのではなく、新聞を活用して、どようなこ ばの力を育てるのか いうこと 明確にするよう助言た。事前に学習指導案・学習材・学習 てびき等 提出 、事前指導を受けて、単元構想、学習指導案に修正 加え、模擬授業 行よう指導した。　（一）単元構想の実際　新聞を活用した単元を構想し、模擬授業を行ったＮ・Ｔさんが作
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五
え練習をさせる。さらに、新聞の記事を用いてＡＬＴの先生に伝わるようにその記事を分かりやすく言い換えた記事を作成する。最終的に、クラス全員分の記事を集めてクラスの新聞 り、ＡＬＴの先生に読んでもらう この活動で、読み手 意識した文章を書くということを通して筆者 言いたいことや考え方を理解させ、自分のものにさせたいと考える。
　
３
　
単元の目標
　（１）
 目的や意図に応じて内容や表現の仕方に注意して文章を読み、知識や体験と関連付けて自分の考えを持ち、読み手を意識して分かりやすいことばを選ぼうとする。 （関心・意欲・態度）
　（２）
 文章全体と部分の関係、例示や描写の効果などを考え、内容の理解に役立てることができる。 （読むこと
　
イ）
　（３）
 文章に表れているもの 見方や考え方につい 、知識や体験と関連付けて自分の考えを持つことができる。 （読むこ
　
エ）
　（４）
 相手や目的に応じて、話や文章 形態 展開 違いがあることを理解することができる。 （伝統 な言語文化と国語の特質に関する事項（１） ・イ・ （オ） ）
　
４
　
学習材
　
　　　
佐藤和之「やさしい日本語」 『国語２』二〇一五
　
光村図書
　　　
新聞記事
　
４種類（山陽新聞）
　
５
　
本単元における言語活動
　　　
 新聞の表現と教科書の表現を比較し、ＡＬＴの先生に伝わる記事を考える。
りやすく、生徒が段落構成や段落相互の関係を理解しやすい。必要に応じて図表が用いられているため、生徒の内容理解がしやすい学習材となっている。また、筆者による例示もなされているため、生徒が新聞の内容と読み比べたときにその違いに気づきやすい。よって、生徒が身近にある新聞という題材との表現 違いなどを読み比べ、自分のこととして学習を進めるのにふさわしい学習材である。
　
◯指導にあたって
　
 　
第二学年「読むこと」の指導事項イは、文章の解釈に関する指
導事項である。ここでは、説明的な文章におけ 「文章全体と部分の関係」について、各段落が文章全体 中で果たす役割についてとらえ、叙述の順序が書き手の考え どのような説得力をもらしているかなどを考えさせ い。特に 「例示の効果」 について、文章中に示されている具体的な例が書き手の論の中で果たる役割を考えさせながら読ませたい。
　
 　
また、第二学年「読むこと」の指導事項エは、文章に表れてい
る書き手のものの見方や考え方について自分の考えを持つことに関する事項である。ここでは、文章 示されて る書き手のもの見方や考え方を自分 考えと対比したり置き換えたりして 日常において他人に物事を伝える際の自らの表現につ て考えさせたい。そして、実際に相手を想定しながら相手 伝わることばについて考えることで、筆者 思いや 方、も の見方につ て気づかせ、自分なりの「やさしい日本語」を創造させたい。
　
 　
そのために教科書を使ってＡＬＴ（注７）の先生にはむずかし
いであろう言葉に印を付けさせ 読み手の立場に立って言葉
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と
　
エ）
　　
（２） 展開（学習活動） （教師の支援及び学習評価は略）
　　　
①前時までの活動を振り返る。 （５分）
　　　
②学習の見通しを持つ。 （１分）
　　　
 学習課題「ＡＬＴの先生が読んで分かるように新聞記事を書き換えよう」
　　　
③活動の方法を知る。 （５分）
　　　
④
 配られた新聞記事の、 にはむずかしいであろうことばや表現に印を付ける。 （４分）本時目標①の評価
　　　
⑤
 教科書の言い換えを参考にしながら、国語辞典を使うなどしてむずかしいことばや表現を書き換える。 （
25分）
　　　
⑥
 ペアでお互いに困ったことはないか確認し合う。 （５分）
　　　　
本時目標②の評価
　　　
⑦次時の予定を確認する。 （２分）
　　　
⑧ワークシートに学び得たことを記入する。 （３分）
（Ｎ・Ｔ
　
二〇一五・一一・二
　
学習指導案）
　
Ｎ・Ｔさんは、指導にあたって、目標の一つとして第二学年「読
むこと」の指導事項エ、自分の考えの形成を取り上げ、 「文章に示されている書き手のものの見方や考え方を自分の考えと対比したり置き換えたりして、日常において他人に物事を伝える際の自らの表現について考えさせたい。そして、実際に相手 想定しながら相手に伝わることばについ 考えることで、筆者の思いや考 方、ものの見方について気づかせ、自分なりの「やさしい日本語」を創造させたい。 」と記している。本単元で取り上げる主たる学習材「やさ
　
６
　
単元の評価規準（略）
　
７
　
指導と評価の計画（全六時間） （評価規準及び評価方法は略）
　　
第一次（第１・２・３時）
　　　
◯本文を音読する。
　　　
◯ペアで形式段落を確認する。
　　　
◯
 ＡＬＴの先生に向けた新聞をクラス全員で作るという学習計画を知る。
　　　
◯
 ワークシートを使って本文を序論・本論・結論に分け、筆者の考え方 理解する。
　　　
◯各段落における具体例の役割や効果を考え
　　
第二次（第１・２時）
　　　
◯
 新聞記事を配り（記事は４種類で、同じ記事を担当する人も作る） 、教科書を参考にしながらＡＬＴの先生にはむずかしいであろうことばに丸を付け、言い換えを考える。
　　　
◯絵や写真を使いながら自分の担当する記事を仕上げる。
　　
第三次（第１時）
　　　
◯全員の記事を冊子にしたものを配布し、感想を交流する。
　
８
　
本時案（第二次
　
第１時
　
50分）
　　
（１）
 本時の目標
　　　
①
 目的や意図に応じて内容や表現の仕方に注意して文章を読み、知識や体験と関連付けて自分の考えを持ち、読み手を意識して分かりやすいことばを選ぼうとする。 （関心・意欲・態度）
　　　
②
 文章に表れているもの 見方や考え方について、知識や体験と関連付けて自分の考えを持つ ができる。 （読むこ
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七
もらおうと、 英語や中国語で書かれた宣伝用の「５カ国語ポップ」を作成した。羽田、成田両空港や、ＪＲ品川、新宿駅などの書店売り場を彩っている。 「付録に着目している」 （同社広報）という旅行客を意識した戦略だ。
　
 　
20代
〜
50代の女性向けに
10のファッション誌を出版する
同社。
昨今の外国人旅行客の増加に伴い、東京都内の大型書店で旅行客が同社の雑誌を１人で
10冊以上「爆買い」する姿が見られるように
なったという。 「おしゃれでかわい 物」に敏感な彼らのお目当ては、バッグやポーチといった付録のオリジナル商品だ。
　
 　
同社と人気ブランドが共同で開発。 「次の号が出るともう手に
入らない」プレミア感と、千円以下という手軽さが受けているらしい。今回のポップは、
30代の女性を対象とする主力雑誌「イン
レッド」をアピールし「日本 お土産はコレ！」とストレート呼び掛ける お土産にふさわし 付録とは、フランスのブランド「レゾリヴァード」のトートバッグだ。
　
 　
宝島社は約
10年前から、雑誌に読者の関心を集める仕掛けとし
て関連する付録とのセット販売を始め 。表紙の斬新さととに話題を提供して「新規読者を開拓し、 それから『中身の面白さ』も知っ もらいたい」 同社 明確な企業戦略が、全体 してはふるわない雑誌市場での奮闘につながっているようだ。
　（写真略）　（山陽新聞夕刊
　
二〇一五・一〇・一九
　
月）
　
資料４
　
◯私の言い換え辞典
しい日本語」 （ 『国語２』光村図書）は、社会言語学者の佐藤和之氏が「相手が情報を理解し、活用できて初めて『情報が伝わった』といえるのではないだろうか。 」と説き、読者である中学生が「やさしい日本語」とはどのような表現であるかということについて考えを深めることが きる文章である　
Ｎ・Ｔさんは、教科書の学習材を起点に、文章に表れているもの
の見方や考え方について、知識や体験と関連付けて自分の考えを持つことができると う目標の達成にふさわしい新聞記事を選ん いる。 そ うえで、 選んだ新聞の記事を学習材として活用し 、 相手 （ここではＡＬＴの先生）に伝わ 表現につ て、学習者が主体的に考えていくことができるよう単元を構想している。　
Ｎ・Ｔさんが模擬授業において、モデルとして配付した学習のて
びき（資料３・４・５）は次のようである。　
資料３
　「やさしい日本語」佐藤和之
　
学習のてびき
　　　 　　　　 　　
  年
　　　
組
　　
氏名
　
めあて
　　
ＡＬＴの先生が読んで分かるように新聞記事を書き換えよう。
　
書国探訪
　　
日本土産
　
女性誌いかが
　　
宝島社が「５カ国語ポップ」
　
 　
宝島社が、ファッション誌の魅力を海外からの旅行客に知って
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日本のお土産
　
雑誌おすすめ
　　
宝島社が「５カ国語の広告」
　
 　
宝島社が、ファッション誌 魅力を海外からの旅行客に知って
もらおうと、英語や中国語などで書かれた「５カ国語の広告」を作った。この広告は、本屋の雑誌売り場にある。鮮やかな色で、人をひきつけている。これは、 「おまけをよく見ている」という旅行客への作戦だ。
　
 　
大きな本屋では、旅行客 宝島社 雑誌を１人で
10冊より多く
「激しく買う」姿があった。彼らが欲しいのは、おまけの商品だ。　 　
宝島社は、
10年くらい前から雑誌に新しさを求めている。 「新
しい読者を増やし、 『内容の もしろさ』も知ってもらいたい」という。はっきりした分かりやすい会社のやり方が、全体として勢いのな 雑誌市場での努力につながっているようだ。 （要約）
　
 
（Ｎ・Ｔ
　
二〇一五・一一・二
　
模擬授業
　
学習のてびき）
　
Ｎ・Ｔさんが模擬授業で、モデルとして取 上げた新聞記事は、
ファッション雑誌の付録に関する記事であった。学習者主体の単元を構想していく上で、学習者の興味・関心を大切にすることは、学習材を選ぶ際に重要な問題であるが、ここでは、雑誌の付録という学習者の興味・関心に応じた題材を取り上げている。そ うえで 「ＡＬＴの先生が読んで分かるように新聞記事を書き換えよう」という学習課題を示し、学習のてびきによって、実際にＡＬＴの先生にはむずかしいと考えることばを選 、印をつけさせてい 。さらに、
　　
記事のことば
　
辞書の意味・言い換え
　　
ポップ
　　　　
見出し。目印。広告。
　　
いかが
　　　　
どうですか。おすすめです。
　　
彩っている
　　
 彩る。 鮮や な色彩など 、 さらに興趣を添える。
　　　 　　
→鮮やかな色で、人をひきつけている。
　　
付録
　　　　　
雑誌などで、 本体に添えられたおまけや小冊子。
　　　 　
→おまけ
　　
戦略
　　　
 政治・社会運動・企業競争など 行う上 の総合的・長期的な計画。
　　　
→作戦
　　
爆買い
　　　　
「爆」…はじけるように激しい。
　　　 　　
→激しい勢いで買う。
　　
お目当て
　　　
 「目当て」…手に入れようとねらいをつけたもの。→欲しい物
　　
共同
　　　　　
二人以上の人や団体が一緒に物事を行うこと
　　　　　 　
→一緒に
　　
斬新さ
　　　　
着想・趣向などがきわだって新しいさま。
　　　
→新しさ
　　
開拓
　　　　　
新しい分野 領域 を切り開くこと。
　　　 　
→広げる
　　
ふるわない
　　
「ふるう」…勢いが盛んになる。→勢いがない。
　　
奮闘
　　　　　
力いっぱい努力すること。→努力
　
資料５
　
ＡＬＴの先生に分かるように書き換えた新聞記事
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九
　
 　
訓練は、
14日午前、県南部で震度６強の地震が発生、市内の広
い範囲で断水が生じたとの想定で
14〜
16日の日程で実施してい
る。この日は、
14日に駆け付けた堺市の給水車（４トン）１台、
応援隊５人と岡山市の関係機関が連携して行った。
　
 　
西大寺緑花公園では両市の給水車計２台が出動し、ポリタンク
を持った市民約
50人に水を配った。また市立 民病院（北区北長瀬
表町）では堺市のほか、市 道局と災害時の支援協定を結ぶ第一環境（東京）の給水車も参加し 受水槽に給水する手順を確認した。
　
 　
両市は、
16の政令指定都市や東京都とともに、災害発生時の相
互支援に関する覚書を締結 互いに支援することが事前に定められていることから、交互に合同訓練を行っており、今回で５回目。（水野雅文）
　（山陽新聞
　
二〇一五・一〇・一六
　
金）
　
資料７
　「ＪＲ西日本岡山支社
　
踏切事故を想定した訓練」
　　　　　　　
負傷者の搬送手順確認
　　
倉敷駅構内でＪＲ支社など訓練
　
踏切事故を想定
　
 　
ＪＲ西日本岡山支社は
21日、倉敷署、倉敷消防署などと合同で、
踏切事故を想定した訓練を倉敷駅構内で行い、負傷者の搬送手順などを確認した。
　
 　
ＪＲ社員、倉敷署員、倉敷消防署員ら約
100人が参加。踏切内に
進入した軽自動車が普通列車（４両編成）と衝突し、列車の乗客８人が重軽傷を負い、車の運転手が車内に閉じ込められていると
印をつけたことばに対して、 「私の言い換え辞典」と名付けたワークシートを準備して、自分で考えた言い換えや国語辞典で調べた意味を元にして言い換えた表現を準備し、 「彩っている」を「鮮やかな色で人をひき ている」のように、新聞記事をＡＬＴの先生に分かるように要約し、 記事を書き換えさせている。 「爆買い」を「激しく買う」 、 「奮闘」を「努力 と言い換えた点につ は、妥当であるかどうかの検討が必要であると思われるが、学習のてびきを準備して、具体的に学習のモデル 示すこと よっ 学習者が主体的に学習に取り組んでいくことが き よう工夫されている。　
こうしたモデルを示したうえで、Ｎ・Ｔさんは、準備した４種類
の新聞記事（資料６・７・８・９） 提示し、読み手と ＡＬＴ先生を想定し、言い換えを考えさせる言語活動を設定してい 。いずれも岡山県の地元紙、山陽新聞の記事であり、生活に根ざした重要な情報を伝える が取り上げられて 。資料６・７・８・９は次のようである。　
資料６
　「大規模災害の発生を想定した合同の水道防災訓練」
　　
大規模災害想定し訓練
　　
市水道局と堺市上下水道局合同
　
給水手順を確認
　
 　
岡山市水道局と堺市水道局は
15日、西大寺緑花公園（東区西大
寺南）など市内２カ所で、大規模災害の発生を想定 合同の水道防災訓練を実施。応援要請時の情報伝達方法や受け入れ体制を確認した。
一〇
伊木
　
洋
　
教職課程（中等国語）における単元構想力の育成
　
 　
まとめによると、４
〜
６月に宿泊した外国人旅行客の総数は
３万３１１９人。前年同期に比べ
53.2％ （１万１４９９人） の増だっ
た。国・地域などの区分では、マレーシアを除く９区分で前年同期を上回った。
　
 　
最も伸び率が大きかったタイは、全体に占める割合は２％なが
ら前年同期より
86.0％も増えた。
13年７月から観光目的はビザが免
除されたほか、 県もインバウンド（海外からの誘客）事業を強化。現地旅行会社の社員らを招き、後楽園 岡山市）や美観地区（倉敷市）などを直接ＰＲした。
　
 　
このほか、９８２７人と最も多かった台湾が
72.6％増、中国が
72.8％増、韓国が
72.1％増など、近隣の国・地域はいずれも
70％を超
える伸びを見せた。
　
 　
県観光課は「岡山の良さをアピールし，多くの人 知ってもら
うことで、さらに海外からの観光客を増やしていきたい」としている。 （表略） （西沢良祐）
　（山陽新聞
　
二〇一五・一〇・二三
　
金）
　
資料９
　「マイナンバー制度」
　　　　　　　
マイナンバー
　
幼児、外国人も対象
　　
個人カードの申請可能
　
 　
マイナンバー制度で使う個人番号の「通知カード」は、幼児や
外国人を含めた国内に住む全ての人が対象 各世帯に簡易書留で届く。顔写真付きで身分証明にも使える「個人番号カード」の
の想定で訓練した。
　
 　
列車の運転士が事故の発生状況などを指令所に報告。車掌や列
車に乗り合わせた社員は負傷者の有無を確認し、消防と警察に通報した。
　
 　
到着した救急隊員は、け の状態によってトリアージ（治療の
優先順位付け）を行い、重傷者から順に担架などで搬送。工具を使い、閉じ込められた車の運転手も救助した。
　
 　
訓練後、ＪＲ岡山支社の尾和正邦副支社長は「消防、警察署員
の動きが参考になったと思う。万一の際には、乗客の救護を最優先に考えて動こう」と社員 呼びかけた。
　（山陽新聞
　
二〇一五・一〇・二二
　
木）
　
資料８
　「県内で宿泊した外国人旅行者の抽出調査結果」
　　　　　　　
４〜６月
　
県内宿泊の外国人旅行者
　　
国・地域９区分で増
　　
四半期
　
県初公表
　
タイは１・８倍
　
 　
県は、４
〜
６月に県内で宿泊した外国人旅行者の抽出調査結果
を明らかにした。四半期での公表は初 試み。国・地域などの出発地
10区分のうち９区分で前年同期を上回り、タイは１・８倍の大幅
増となった。円安による全国的な外国人観光客の増加、ビザ発給要件の緩和などが要因とみられ、県は今後も伸びると見込んでいる。
　
 　
外国人宿泊者数のトレンドを素早く把握して行政や民間の取り
組みに反映するため、
15年度から四半期ごとの公表を導入した。
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資料６「大規模災害の発生を想定した合同の水道防災訓練」 （山
陽新聞
　
二〇一五・一〇
　
金）は、大規模災害の発生を想定した水
道防災訓練を取材した記事で、 「やさしい日本語」で取り上げられた題材をふまえて、災害時に使われることばについて考えることを意図して選ばれている。資料７「ＪＲ西日本岡山支社
　
踏切事故を
想定し 訓練」 （山陽新聞
　
二〇一五・一〇・二二
　
木）は、ＪＲの
踏切事故を想定した訓練 報じた記事で、災害時と同様 緊急時である非常事態に使われることばについて考えることができる記事である。資料８「県内で宿泊した外国人旅行者の抽出調査結果」 （山陽新聞
　
二〇一五・一〇・二三
　
金）は、海外からの観光客の増加を
目指している岡山県において、四月から六月に県内で宿泊した外国人旅行者の抽出調査結果を伝えた記事である。読み手であるＡＬＴの先生の興味・関心を意識して記事が ９ マイナンバー制度」 （山陽新聞夕刊
　
二〇一五・一〇・二三
　
金）は、新し
く導入されたマイナンバー制度に関する記事で、ＡＬＴの先生も含めた日本に住む全ての方に価値ある内容となっ い 。これらの記事は、中学生にはむずかしい内容・表現であ が、読み手とし 想定したＡＬＴの先生にとっては必要性があるものである。分 りやすい表現が求められる、タイムリーな情報を報じた新聞記事 、学習材として取り上げること よ 、学習に必要感を持 せて　（二）本時の学習の実際　模擬授業の授業記録による学習活動の概要は、次のようである。
　　
１
　
前時の確認
　　
２
　
今日のめあてを知る
　
申請書も同封されている。
　
 　
個人番号カードは来年１月以降、行政手続きで提出が求められ
る。パートやアルバイトも含め職場への報告も必要になるため、番号をしっかり保管することが大切だ。
　
 　
配達時に留守だった場合は郵便局が１週間留め置くので、電話
やインターネットで手続き れば再配達される。日本郵便は専用の不在通知とコールセンターを用意している。その期間を過ぎると、通知カードは住民票がある自治体に戻る。自治体では最低３カ月保存される。長期間が過ぎるとカードを破棄す 場合もあるが、申請すれば再発行 可能だ。
　
 　
個人番号カードは郵送やスマートフォン、職場などを通じて市
区町村に申請すれば、来年１月以降、無料で交付される。個人番号は、税や社会保障の個人情報と結びつけられ、行政事務の効率化に使われる。政府は将来的に医療機関や金融機関での活用も目指している。ただ、情報流出や詐欺の被害を避 るために、むやみに他人 教えないなどの注意が必要だ
　（山陽新聞
　
夕刊
　
二〇一五・一〇・二三
　
金）
　
学習材として取り上げられて る新聞記事は いずれも目標（１）
「目的や意図に応じて内容や表現の仕方に注意して文章を読み、知識や体験と関連付けて自分の考えを持ち、読み手を意識して分かりやすいことばを選ぼうとする。 （関心・意欲・態度） 」目標（２） 「文章に表れているものの見方や考え方について、知識や体験と関連付けて自分の考えをもつことができ 読むことエ） 」に即して、内容面、表現面から検討して ばれてい
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「ＡＬＴの先生が読んで分かるように記事を書き換えよう」
　　
３
　
資料を受け取る
　　
４
　
 プロジェクターを見る
　
モデルを提示
　
言い換えを学ぶ
　
書き換えた記事を見
　　
５
　
ペアの人と交流する
　
これからの活動を確認し合う
　　
６
　
担当する新聞記事を受け取る
　　
７
　
 新聞記事を読み、ＡＬＴの先生が読んで分かるように記事を書き換える
　　
８
　
 学習の状況をペアで確認し合い、つまずいているところを相談する
　　
 
（Ｎ・Ｔ
　
二〇一五・一一・二
　
模擬授業
　
授業記録）
　
模擬授業は、学習指導案にそって進められている。前時の確認で
は、前時までの学習プリントによって、筆者の主張が整理されている。読み手を意識して使うことばを選ぶことの重要性が確認され、本時の学習課題「ＡＬＴの先生が読んで分かるように記事を書き換えよう」につながっていった。学習のてびき（資料３）が配付されるとともに、プロジェクターで提示され、ＡＬＴの先生にとってむずかしいと予想されることばを選ぶ学習のモデルが示された。選んだことばの言い換え いては、 「私 言い換え辞典」 （資料４）によって、自分で考えた言い換えや国語辞典を活用した言い換えの例が示された。そ 上で、新聞記事全体をＡＬＴの先生が読んで分かるように書き換えたモデル（資料５）が提示され いる。　
ペアで学習活動を確認した後、担当する新聞記事を受け取り、教
科書や学習のてび を参考にしながら、学習者一人一人が実際にＡ
ＬＴの先生が読んで分かるように記事を書き換えていった。 「やさしい日本語」の筆者である佐藤和之氏の主張をふまえて、学習者は担当する新聞記事（資料６・７・８・９）と向 合い、ＡＬＴの先生が読んで分かるようにことばを選び、言い換えを考え、記事全体を書き換えていった。本時 学習においては、こうした学習課題に取り組むことを通して、学習者は思考、判断、表現しながら、 「やさしい日本語とはどのようなものか」 いうことにつ て、自らの考えを深めていった。　（三）研究協議・コメントカードの記述から　模擬授業後の研究協議では、自評、研究協議、指導助言によって、
単元構想及び模擬授業を振り返り、実践的指導力 向上を図っ いる。研究協議後、模擬授業に参加した他の履修生からコメントカード（相互評価カード）を受け取り、事後レポートにまとめていく。　
新聞を活用した単元構想に関する記述は、次のようである。
　
周到な準備が徹底されていた
！！中２のときに、やってみたかっ
たなと思った。岡山の記事を使っていた点がよか 新聞を書き換えさせるという内容は、中学校２年生にも合っ る 、 ・ニュースに触れることができるので、 生徒自身の勉強にもなるため、よい内容だと感じた。 だ、新聞を使用すると うことは 生徒が内容を理解できなけ ば、記事の書き換えがしにくくなるので 記事の難易度を考えるこ も準備のひとつだと感じた。
（Ｍ・Ｋ
　
二〇一五・一一・二
　
模擬授業
　
コメントカード）
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一三
　
目標に沿った授業の流れで、内容も生徒が興味を持って取り組む
ことのできる題材であり、ＮＩＥを取り入れたよい内容だったと思います。授業をもっと受けたいと思うようなものでした。ただ、記事でマイナンバー制度については、中学生で扱うには少しむずかしかったように感じました。
（Ａ・Ｈ
　
二〇一五・一一・二
　
模擬授業
　
コメントカード）
　
模擬授業に参加した履修生からのコメントカードには、 「新聞を
書き換えさせるという内容は、中学校２年生にも合っているし、新聞・ニュースに触れることができるので、生徒自身の勉強にもなるため、よい内容だ」 、 「目標に沿った授業の流れで、内容も生徒が興味を持って取り組むことのできる題材であり、ＮＩＥを取 入れたよい内容だった」と肯定的な記述がなされていた。研究協議におても、新聞を活用して主体的な単元を構想しているということ 対して高い評価がなされた。指導助言では、学習の びきに改善が必要であることを指摘したうえで、学習者の主体的な学びを実現するために、新聞を活用した単元を構想し、模擬授業に挑戦したＮ・Ｔさんの意欲と単元構想力を高く評価した。研究協議 コメントカードの記述から Ｎ・Ｔさんのみならず、教職課程履修生（中等国語）の新聞を活用した単元構想に対する意識の高まりが感じられた。　（四）事後レポートの記述から　Ｎ・Ｔさんは事後レポートに、新聞を活用した単元構想について、
次のように記している。
　
 　（前略）新聞記事の内容や、記事に使われている漢字がむずかしいという指摘が授業中にあり、 （中略）改めて、学習材として使うものを選ぶのはむずかしいと思った。だからこそ 大村はま氏のように、普段からいろいろなところにレーダーを張り巡らして、これはよ 学習材になりそう、といったものを集めておくことは本当に大切なことだと実感した。今回であれば、山陽新聞なら購読している家庭 多く、また、記事の内容もそうむずかしいもので ないだろ と思ってい が、もっと他の新聞にも目を配っていれば、書き換えやすく、読みやすい記事 出会っていたかもしれないと反省した。
　
 　
記事の内容として、研究協議でも指摘されたが、中学生が読ん
でもっと興味のわくよう 外国人 も読んでほし 、そのような記事を選ぶことができなかった。机間指導 際に、 「マイナンバー制度って何ですか」と聞か 、中学生でも知っていると思っていた私は、どのように説明 たらよいか困ってしまった。相手は大学生だという甘えがあ たのかもしれない。ま 、記事 内容を重視て読み取らせるのか、表現は表現でもどんな表現や言葉が外国人には分かりにくいのか、そのアウトラインも っかり示 てやれば良かった。それが明快でないために、どん 言葉をどれくらいまで書き出し、どれくらいの にすれば良いの 、生徒には分からなかったと思う。自由に頼りすぎ しまった。 「正解はない」とい言葉に収めず、さらに、具体的に道筋を作った上 、自由にやらせなければ、中学２年生ではむずかしい授業 あっただろう。 （後略）
　
 
（Ｎ・Ｔ
　
二〇一五・一一・五
　
模擬授業
　
事後レポート）
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Ｎ・Ｔさんは、 「改めて、学習材として使うものを選ぶのはむず
かしいと思った。だからこそ、大村はま氏のように、普段からいろいろなところにレーダーを張り巡らして、これはよい学習材になりそう、といったものを集めておくことは本当に大切なことだと実感した。 」 記している。ここには、主体的な学習を実現していくうえで、学習材の周到な準備の重要性が指摘されている。単元が学習として成立するためには、学習者の実態に即した明確な目標 設定が不可欠 ある 単元を構想す 際には、設定した目標を達成するために、学習材を準備して くことになる。　
大村はま氏は学習材の準備が整うまでは単元をあたた いたと
いう。 「単元
　
表現くらべ」においても、 「中学生の教材にできるも
のは、容易に見つからなかった」と学習材の準備のむず しさについて言及している。 新聞を活用した単元を構想した経験に基づ Ｎ・Ｔさん 記述には、 構想力を育成していくうえで大切なポイントとなる、目標達成にふさわしい学習材の準備 重要性について、認識が深まっ いったことが表れている。　
主体的な学習を実現し、設定した目標を達成するためには、学習
材を生かして豊かな言語活動を組織することが求められる。新聞を活用した単元構想は、豊かな言語活動を組織するうえで、大き 可能性をもっている。Ｎ・Ｔさん そこ 着目 て新聞を活用した単元構想に取り組んでいる。　
Ｎ・Ｔさんは、 「記事の内容を重視して読み取らせるのか、表現
は表現でもどんな表現や言葉 外国人には分かり くいのか、アウトラインもしっかり示 てやれば良かった。それが明快でないために、どんな言葉を れくらいまで書き出し、どれくらいの記事 す
れば良いのか、生徒には分からなかったと思う。 」 「具体的に道筋を作った上で、自由にやらせなければ、中学２年生ではむずかしい授業であっただろう。 」と記している。新聞記事の活用を含め、多様な学習材を生かして主体的な学習を進めていこう すればするほど、学習のてびきの一層の工夫が欠かせない。実践に生きる単元構想力を育成していくうえで、学習のてびきに対する認識を深めていくこともきわめて重要な問題である。Ｎ・Ｔさんの記述には、新聞を活用した単元を構想し、模擬授業を実施した体験に基づいて、単元構想をしていくうえで、豊かな言語活動の組織とともに、学習のてびきの工夫が重要な意味を持つということを実感していることが示されている。　　　
おわりに
　
本稿では、大村はま氏の実践「単元
　
表現くらべ」に学んだ教職
課程履修生（中等国語）が、新聞を活用した単元を構想し、模擬授業に挑戦した事例を取り上げ、教職課程において単元構想力を育成していくうえで、新聞を活用した単元構想に取り組んでいくこ有効性について考察した。　
実際に単元を構想し、模擬授業に取り組んだＮ・Ｔさんは、学
習者の主体的・協働的な学びの場 実現していくうえで、新聞を活用した単元を構想することの効果 実感 る。そのうえで単元構想力を育成 ていくうえで大切なポイントとな 目標達成にふさわしい学習材の準備の重要性や 豊かな言語活動の組織ととも 学習のてびき 工夫が重要な意味を持つというこ につい
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一五
て、認識を深めている。ここには、新聞を活用した単元構想に取り組むことが、単元構想力を育成するうえで有効であることが実証され いると考える。　「アクティブ・ラーニング」が注目されている現在、新聞を活用した学習指導は大きな可能性を持っている。ことばの力を育て、主体的に学習に取り組む態度 育んで くためには、教師の単元構想力の育成が不可欠である。養成段階の教職課程において単元構想力を育成していこうとするとき、Ｎ・Ｔさんのように、新聞を活用した単元を構想することは大きな意味を持つ。　Ｎ・Ｔさんは、 事後レポートの終わりに 「今日の学びを生かしつつ、
ほかの人の授業からも多くのことを吸収し、貪欲に私 国語教室を求めていき い。 」 と記している。 教職課程履修のプロセス おいて、新聞を活用した学習指導への関心を高め、計画的・具体的に実践に生きる単元構想力を育成していくことが、今後の課題である注１
　
 「中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会教育課程企画特別部会における論点整理」 （二〇一五年）一六頁
注２
　
同右書
　
一七頁
注３
　
同右書
　
一七頁
注４
　
エヌ・アイ・イー
　
教育に新聞を
注５
　
 大村はま（一九八三） 『大村はま国語教室第九巻』四一七頁
　　　
筑摩書房
　
注６
　
 詳細は、 「新聞記事に文章表現の工夫を学ぶ」と題して、二〇一五年度岡山県ＮＩＥ推進協議 大学部会セミナーにおいて発表。 「教職課程におけるＮＩＥ実践の有効性
　
︱『日
本語表現法Ⅰ』における新聞スクラップブックの作成︱」と題して、 『ノートルダム清心女子大学紀要・日本語・日本文学編
　
第四十巻第一号』 （二〇一六・三）に、掲載。
注７
　
 アソシエイト・ランゲッジ・ティーチャー
　
外国語指導助手
外国語の授業において担当教員を補助し、ティーム・ティーチングを実施することが可能な日本語能力を有している。
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